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淡水・蓋 紅 藻 二 種 の 新 産地昔

森通 {呆

チスグノ リとして従来我国では鹿児島県，長崎県並びに沖縄産のものを，

Thorea ramosissima BORYにあてていたが，山田教授 (1943)によって長崎

県のチスジノ リは米田博士 ・八木繁一氏 (1940)記載の四国松山市外お古泉産

この報告は 「滋類J 寄・稿 を希望して-flf'年 (1953) 校|羽並びに送稿を依~ff[されたのであ

るが，この様な報告は採り議される原因となる事を快れ気が進まぬまま現在に至った。

1~r し最近熊本県?{:から長大，附悶喜一博士に依 P 向隙なE遺児があ り， JJ.てコ同博士から後

表をすすめて来たので主主に岱H寺の原稿のま ま受i践する次第である。ー一一瀬川宗吉記
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オキチモズク Nemalionopsis.tortuosa.YONEDA et'YAGIと同物である事が分

った。又鹿児島 ・沖縄のチスジノリも T.ramosissimaとは別種で且つそれ

ぞれ極を異にすべき事が明らかとなり，前者をチス V ノリT.Okddai YAMA-

Dl).，後者をνマチスジノリ T.Gaudichaudii AG.と改められた。

筆者は数年来淡水産紅諜の分布分類並びに生態に興味を持ち，熊本県ーを

中心に調査をしているがこの度熊本県下にもオキチモズクとチスジノリを，産

する事を知り得たので，その新産地の概略について報告、する。チスジノリに

ついては熊本県菊池高等学校渡辺憲吉氏が資料を供されたもので，生育地の

;伏f患については氏の調査に待つ事が多い。記して深謝の意を表する。なお始

終御指導をいただいている九大股，i頼、川博士に深謝する。

1. オキチモズク Nemalionopsistortuosa YONEDA et YAGl 

筆者は 1948年 9月1日たま たま熊本県有佐村下有佐の湧泉でこの紅渓

を見出 して瀬川博士に査定を御願いした処，ォーギデモズクらしい事が分り ，

博士は更に山田教授に送付されたので岡敬授は 1949年 8月。7日有t佐村の生

育地を調査された。

これを産する泉は 「牛の泉」とも「失せずの泉」とも呼ばれて四季その

湧水の絶えない泉であって， その大きさは方 1.5mの石垣囲いの浅い井戸で

ある。その表面の半分はヨンクリ ート 板で覆われてドる。泉ゐ水深は約 80cm，

水底には泥土がかなり沈積 して7](草が茂り ，水の湧出が緩慢でやや止水に近

い。オキナモズクの着生するのは僅かに日光を受ける石壁の表面やそれに着

生する活字類の茎であるq お吉泉ではこの紅藻は半ば樹林に震われて且つ流れ

を伴なう泉の流出路に銑産し， 体の高さは 5~30cm に生長するそうf あ， る

が， r牛の泉」では狭い石壁に点在 して 体の大きさも .10cmを越えるもρは

極めて稀で消滅の慎れもないとはいえない。着生する環協が日射をさえぎら

れた半日I陰である こkは一致するが，止水に生ずる事(r;J:注目すべき相違点、で

ある。

2. チスジノリ ThoreaOkadai' YAMADA 

熊本県米田村で菊池川に産するノ リの1種をカソノリ ，カワノロ ，カワ

タケ等とl呼んで生食又は佃煮としているということを渡辺氏より聞き及ん

だ。そ こでその;標本を瀬川博土に送り査定をお願いしたところ，チスジノリ

T. Okadaiである事が明らかになった。 .

体は普通 15~30 cm，稀に 60cmを越えるものがあり ，粘質に2苦み美 し

- 17ー



• 
46 、革主類 第 3~・ 2高 2 減 1@!'[J 30 Jp 9 月

い赤紫色乃至紫色或い赤褐色であるが，水中に着生するものは黒褐色に見え

る。生育地の主なものは米国村坂田部落と 川辺村西牧部落の間の渡船場附近

で，水深 O.6--2mの川底の礁に着生する。流れは認められるが速いと い う程

ではない。通常 12月初句には見られるが， 11月初句に発生する年もあり ，

又，場合によっては殆ん ど出現 しないと島われる年もある。流水の盟富な点、

では鹿児島県の川内川と似ている。

有佐のオキチモズクは我国の第三の生育地として有意義である。又，チ

スジノリ属の北限は本邦としては今まで鹿児島県川内川とされていたが，新

たに菊池川がその北限となった。

(熊本県系立八代高等経校 生物研究室)
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アマノリの糸肢体に閲する

座談曾の記録

昭和 30年 4月5日に，日本水産準舎でf暫滋捌係者が集ったのを;機舎に，集合 「ア

マノ リの糸状体に関する座談合」を行った。*揚は 「全海苔」の御好意、で問舎の海苔

合官官を伎はせていただいた。 出席者は三宅脇ー先生，山国令長以下約 40名， 時間氏

の司令で約 311別問にわたって討議した。官nl議論されたことを中，じ、とし，之に時間が

足らないためと，紋日出席されなかワた方々の研究テ ーマ のためにìir.i ~'/1¥なかったご

三の問題をつけ加えてまとめたのが本文である。幹事の手落ちで前日の討・議の記録が

極めて不完全にしか取れず，脱落や談日も少なくないと思うが， ζ の鰍お許しをお願

いしたν、 。(須m剥変造)。

Conchocelisをはじめて報告した BATTERS(1892)は既にとれを Porphy-

raceae (今日の Bangioideae，アマノリを含むクジケノ リ類)に属するもの と

指摘していた(殖回)が，アマノリ属 Porρhyraの生活史との関係には気がつ

かず Erithrotrichia(Bangiaヲνケノリに近い糸;伏諜)に近いものと考え
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